
令和３年度予算編成に向けた「区提案反映制度」項目・対応状況一覧

提案区
番
号

項　目 提 案 内 容 の 概 要 所管局
対応

※一部対応
含む

保土ケ谷 1
区庁舎の環境改善による来庁者及び職員の安全・
安心の確保

　密を解消する待合スペース及び執務スペースを確保するための
将来を見据えたレイアウト変更

市民局 ○

保土ケ谷 2
新しい生活様式を踏まえた地域活動におけるＩＣＴ活
用支援

　ＩＣＴ活用を支援する研修会・相談会、アドバイザー派遣の実施及
び区民利用施設へのＩＣＴ環境整備

市民局 ○

保土ケ谷 3 補充的避難所の強化及び具体的な運営方法の策定
　補充的避難所における地域防災拠点に準じた食料等の備蓄や
通信手段の確保

総務局 ―

保土ケ谷 4
旧くぬぎ台小学校の活用検討に係る基本調査の実
施

　旧くぬぎ台小学校の後利用検討に必要な基本調査（地下埋設物
調査）の実施

教育委員会
事務局 ―

保土ケ谷 5 コミュニティハウス未整備地区への整備
　新井中地区でのコミュニティハウス整備候補場所における整備
可能性の調査

市民局 ―

保土ケ谷 6
ほどがや国際交流ラウンジの拡充と多文化共生の
推進

　国際交流ラウンジ拡充に関する調査検討 国際局 ―

保土ケ谷 7
協力員制度等の民生委員・児童委員の活動支援策
の推進

　民生委員・児童委員の活動支援策（協力員制度等）の推進 健康福祉局 ○

保土ケ谷 8
公立保育園の業務効率化及び、密接解消のための
環境改善

１　勤務シフトの自動調整、登降園管理等のＡＩ・ＩＣＴの活用
２　倉庫設置による作業スペース及び休憩場所等の確保

こども青少年局 ○

保土ケ谷 9
地域防災拠点への支援強化（職員動員計画の見直
し等）

　地域防災拠点への動員職員の区局による割り当てを見直し、直
近在住職員に固定化するよう、職員動員計画の策定に向けた課
題等の整理や基本方針の見直しの提案

総務局 ―

保土ケ谷 10 星川駅周辺のバリアフリー等の推進 　星川橋人道橋のバリアフリー化に向けた検討調整 道路局 ○

保土ケ谷 11 星川駅周辺のバスアクセス向上
　連続立体事業に伴う駅南口交通広場や周辺道路整備をふまえ
た星川駅周辺バス路線の検討

道路局 ○

保土ケ谷 12
市民病院跡地を利用した地域住民など市民が集え
る場の整備

　市民病院跡地へのレストハウスや地域住民など市民が集える場
の整備

医療局
病院経営本部 ―

保土ケ谷 13 区民文化センターの整備 　保土ケ谷区内に区民文化センターを整備するための検討 文化観光局 ―

都市整備局

道路局

都市整備局

道路局

保土ケ谷 16 保土ケ谷宿を未来につなげるみちづくり事業
　東海道松並木の維持管理、松並木周辺及び保土ケ谷駅西口商
店街の電線地中化等、「旧東海道『保土ケ谷宿』を未来へつなげ
るまち・みち再生計画」の早期実現

道路局 ○

保土ケ谷 17
今井川の河川改修と保土ケ谷橋の架替えの一体的
な事業推進

　今井川の河川改修及び保土ケ谷橋の架け替えの連携した実
施、拡幅整備に伴い歴史資源の継承を行うため歴史性を考慮した
沿道修景の実施

道路局 ○

保土ケ谷 18 権太坂境木地区バス路線新設に伴う舗装改修 新規路線の舗装改修を計画的に実施 道路局 ○

○

○

１　保土ケ谷県税事務所跡地の地域交流活性化にかかる事業者
と連携した検討
２　東口駅前広場改修工事費

　バリアフリーに配慮した南口エレベーター設置に向けた鉄道事
業者との調整および基盤整備や生活支援機能施設整備に向けた
調査検討

14

15
神奈川東部方面線の整備に伴う西谷駅の駅舎改良
を含めた駅周辺の基盤整備等の推進

保土ケ谷

保土ケ谷 保土ケ谷駅東口のまちづくり推進とバリアフリー化



（様式２－２）

担当者名 多賀谷 TEL

所管
局名

共通区

継続年数

番号

◆局回答内容

担当者名 中村・佐野 TEL

◇これまでの区としての対応　※区運営方針に位置づけられているものはその旨記載してください。

○狭あい化に対して次の対応を実施
・会議室・打合せスペースを執務室に転用
・職員用ロッカーや書庫を執務室外に移動
・執務室内通路、来庁者用通路の縮小
・待合スペースの縮小　など
○区運営方針　目標達成に向けた施策「信頼される区役所づくり」

令和３年度予算編成に向けた区提案反映制度調書

保土ケ谷区 総務課

334-6374

市民局

提案種別

予算関連

新規

項 目

1 区庁舎の環境改善による来庁者及び職員の安全・安心の確保

◇地域の課題、基礎データ等

保土ケ谷区総合庁舎は、本館（昭和44年竣工）地下１階～３階、４階の一部、別館（平成11年竣工）を区役所が使用し、本
館４階～７階は消防局が使用しています。庁舎は狭あい化、老朽化が進行しており、これまでも狭あい化については様々な
対策を実施してきましたが、これ以上のスペースを生み出すことは限界となっているため、消防局が移転する令和７年度以
降に現消防局のフロアを区役所が利活用する方向で検討を進めてきました。
しかし、新型コロナ感染症の影響による、生活困窮相談等の急増により、別館３階の生活支援課への来庁者が急増していま
す。また、今後の保護相談の増加や、保護世帯数の増加に伴う職員増も見込まれており、来庁者及び職員の密を解消するた
めの対策が急務となっています。

◇地域ニーズ等の収集手段

□１　日常の窓口対応等 □２　市民からの提案等 □３　地区担当制 □４　地域懇談会等
□５　区民アンケート □６　区民要望 □７　関係団体からの要望
□８　その他（ ）

◇区民からの具体的な要望

市民局 地域施設課

◇提案内容・概算額等

別館の来庁者及び職員の密な環境を解消できる待合スペースと執務スペースを確保するため、消防局移転後の跡床活用を見
据えた、最小限のレイアウト変更を実施。

概算額　 千円

◇参考：区執行体制上の課題

現行の体制で対応

◇所管局

所管局課 市民局地域施設課

671-2326

対応の有無 対応する

対応しない場合

◇課題に対する局の考え方

◇対応する場合の課題

対応する場合 本件の課題は認識しておりますが、レイアウト変更案の内容やスケジュールを整理し、来庁者及
び職員の密を解消するための確実な対策を再度整理してください。令和３年度では、レイアウト
変更に伴う本館４階トイレ改修工事について予算計上します。

◇対応の内容



（様式２－２）

担当者名 足立 TEL

所管
局名

共通区

継続年数

番号

◆局回答内容

担当者名 木村 TEL 671-3624

対応の有無 対応する

対応しない場合

◇課題に対する局の考え方

◇対応する場合の課題

対応する場合 　令和2年度に実施している「自治会町内会新しい活動スタイル応援事業」での結果などもふま
え、地域のニーズに応じた支援方法を区とともに検討していきたいと考えます。

◇対応の内容

◇地域ニーズ等の収集手段

■１　日常の窓口対応等 □２　市民からの提案等 □３　地区担当制 □４　地域懇談会等
□５　区民アンケート □６　区民要望 ■７　関係団体からの要望
□８　その他（ ）

◇区民からの具体的な要望

地域活動におけるWEB会議などICTの活用に関する支援があるとよい、ICT機器を持っていなくてもWEB会議などの取組に参
加できるよう、区民利用施設で利用できる機器があるとよいなどのご意見をいただいています。

市民局 地域活動推進課

◇提案内容・概算額等

今年度モデル実施する取組の本格実施
・ICTの活用に関する研修会や相談会、アドバイザー派遣の開催地区の区内全域展開や実施回数を拡充
・各区民利用施設（17施設）にICT機器（モバイルWi-Fiルーター、タブレット端末等）を配備し、施設でオンラインの取
組ができる環境を拡充

概算額　 千円

◇参考：区執行体制上の課題

現行の体制で対応

◇所管局

所管局課 市民局地域活動推進課

◇これまでの区としての対応　※区運営方針に位置づけられているものはその旨記載してください。

・区と企業、団体、大学などとのWEB会議の環境整備
・WEB会議を実施している地区へのヒアリング、課題の共有
・区内のボランティア団体との協働による、WEB会議等ICTの活用に関する研修会・相談会、地域へのアドバイザー派遣の
今年度モデル実施に向けた調整、区民利用施設においてWEB会議などができる環境の提供のモデル実施に向けた調整（対象
は自治会町内会や各種団体等）

令和３年度予算編成に向けた区提案反映制度調書

保土ケ谷区 区政推進課

334-6374

市民局

12区（鶴見区・神奈川区・西区・中区・
南区・港南区・磯子区・緑区・港北区
（一部）・青葉区（一部）・戸塚区（一
部）・栄区（一部））

提案種別

予算関連

新規

項 目

2 新しい生活様式を踏まえた地域活動に対するICT活用支援

◇地域の課題、基礎データ等

新型コロナウイルス感染症の拡大防止に向けて、市民生活において「新しい生活様式」を日々の中で継続して実践してい
くことが重要とされています。また、多くの民間企業等においても、オフィスのテレワーク化や業務のデジタル化など、
新型コロナウイルスのリスクを前提とした新常態への対応を進めています。こうした社会情勢を踏まえ、行政においても
デジタル化やオンラインの活用などの新常態に対応した手法への移行や、第２波、第３波への対応、次のような、地域交
流や広聴、啓発から取り残されている市民への支援など、具体的な対応が求められています。

・地域のつどいや区の啓発イベント等に参加していない、又はできない区民
・スマートフォンやパソコン等を所持しているが、WEB会議などオンラインの取組をしたことがない区民
・スマートフォンやパソコン等を所持していない区民



（様式２－２）

担当者名 三瓶・田中 TEL

所管
局名

共通区

継続年数

番号

◆局回答内容

担当者名 平田 TEL 671-2011

対応の有無 対応しない

対応しない場合

◇課題に対する局の考え方

速やかな開設・運営のため「補充的避難所の標準的な開設の流れ」の改訂を進めますが、食料等
の配送、通信手段、派遣職員等については検討します。

◇対応する場合の課題

対応する場合

◇対応の内容

◇地域ニーズ等の収集手段

□１　日常の窓口対応等 □２　市民からの提案等 ■３　地区担当制 □４　地域懇談会等
□５　区民アンケート □６　区民要望 □７　関係団体からの要望
□８　その他（ ）

◇区民からの具体的な要望

　地域防災拠点まで距離がある上に、起伏もあり、高齢者等には避難が困難である。地域防災拠点以外にも避難生活、物資
供給、情報収集の拠点となる場所を整備してほしい。

総務局 地域防災課

◇提案内容・概算額等

　補充的避難所においても、地域防災拠点に準じた食料等の備蓄や通信手段を確保する。また、それに伴う備蓄倉庫の確保
について施設所管局等との調整を実施
　派遣職員の指定を含めた、具体的な運用方法の策定及び平常時からの訓練等の実施

◇参考：区執行体制上の課題

現行の体制で対応

◇所管局

所管局課 総務局地域防災課

◇これまでの区としての対応　※区運営方針に位置づけられているものはその旨記載してください。

　　補充的避難所を開設した場合は、区本部（拠点班、物資・輸送班）と地域防災拠点運営委員会との連絡調整により避難
者等を把握し、必要な物資の配分・輸送により対応します。

※補充的避難所用として感染症対策物品のみ総務局より支給されています。

令和３年度予算編成に向けた区提案反映制度調書

保土ケ谷区 総務課

334-6226

総務局 ２区（金沢区、瀬谷区）

提案種別

制度関連

新規

項 目

3 補充的避難所の強化及び具体的な運営方法の策定

◇地域の課題、基礎データ等

　地域防災拠点（指定避難所）の避難者スペースが不足した場合などに開設する補充的避難所については、「標準的な開設
の流れ」によると、地域防災拠点と同様の運営が求められています。しかし、地域防災拠点と異なり、備蓄物資や通信設備
などの用意も無く、派遣職員の指定もされていない中で地域防災拠点と同様の避難者主体による運営を行うことは困難で
す。
　また、横浜市の地震被害想定によれば、いずれの想定地震においても避難者数は発災直後（１日後）がピークであり、補
充的避難所の迅速な開設が必要です。
　さらには、昨今の激甚化する風水害や感染症対策の観点からも避難所・避難場所の増設の必要性が高まる中、補充的避難
所についても地域防災拠点（指定避難所）に準じた物資・設備等を整備する必要があります。



（様式２－２）

担当者名 足立、遊亀 TEL

所管
局名

共通区

継続年数

番号

◆局回答内容

担当者名 末吉・村越 TEL 671-3299

対応の有無 対応しない

対応しない場合

◇課題に対する局の考え方

地下埋設物調査の具体的な方法について、現時点では、明確になっておらず、引き続き関係局と
の調整が必要です。

◇対応する場合の課題

対応する場合
◇対応の内容

◇地域ニーズ等の収集手段

□１　日常の窓口対応等 □２　市民からの提案等 □３　地区担当制 □４　地域懇談会等
□５　区民アンケート ■６　区民要望 □７　関係団体からの要望
□８　その他（ ）

◇区民からの具体的な要望

旧くぬぎ台小学校の後利用について、地域の検討会での検討内容を踏まえて活用するよう要望をいただいています。

教育委員会事務局 教育施設課

◇提案内容・概算額等

旧くぬぎ台小学校の後利用検討に必要な基本調査（地下埋設物調査）の実施。

調査費          千円

◇参考：区執行体制上の課題

現行の体制で対応

◇所管局

所管局課 教育委員会事務局教育施設課

◇これまでの区としての対応　※区運営方針に位置づけられているものはその旨記載してください。

・川島地域のまちづくり検討会円卓会議と連携した検討
・後利用についての各局との調整・検討
・事業者への跡施設活用に関するヒアリング調査実施

令和３年度予算編成に向けた区提案反映制度調書

保土ケ谷区 区政推進課

334-6374

教育委員会事務局

提案種別

予算関連

新規

項 目

4 旧くぬぎ台小学校の活用検討に係る基本調査の実施

◇地域の課題、基礎データ等

用途廃止施設の活用検討については、「横浜市資産活用基本方針」の基本原則を具体化したガイドラインに基づき運用さ
れています。令和２年12月に改定されたガイドラインでは、用途廃止施設の活用・処分を具体的に検討するにあたって
は、当該土地や建物の基本的な情報を把握する必要があるため、所管局は施設の基本調査を実施することとされていま
す。また、基本調査のうち地下埋設物調査については、地耐力の程度によって跡地における活用案検討に影響を及ぼすこ
とから、基本調査実施時期に合わせて実施することとされています。
保土ケ谷区では、平成25年に廃校となった旧くぬぎ台小学校の後利用について、これまで地域の検討会と連携しながら検
討を進めていますが、地下埋設物調査が未実施のため、速やかな調査実施が必要です。



（様式２－２）

担当者名 足立、鈴木 TEL

所管
局名

共通区

継続年数

番号

◆局回答内容

担当者名 安見 TEL

◇地域の課題、基礎データ等

コミュニティハウスについては、中学校区に１館を目安に整備することとなっています。保土ケ谷区では新井中学校区、
橘中学校区が未整備地区です。橘中学校区については、地区センターが２館整備されていますが、新井中学校には地区セ
ンターもないため、新井中学校区への優先的なコミュニティハウス整備が必要な状況です。

提案種別

予算関連

新規

項 目

5 コミュニティハウス未整備地区への整備

令和３年度予算編成に向けた区提案反映制度調書

保土ケ谷区 区政推進課

334-6374

市民局

◇地域ニーズ等の収集手段

□１　日常の窓口対応等 □２　市民からの提案等 □３　地区担当制 □４　地域懇談会等
□５　区民アンケート □６　区民要望 ■７　関係団体からの要望
□８　その他（ ）

◇区民からの具体的な要望

新井中地区へのコミュニティハウス整備を望む声をいただいています。

市民局 地域施設課

◇提案内容・概算額等

新井中地区におけるコミュニティハウス整備に向けた検討を進めるための調査を実施する。

◇参考：区執行体制上の課題

現行の体制で対応

◇所管局

所管局課 市民局地域施設課

◇これまでの区としての対応　※区運営方針に位置づけられているものはその旨記載してください。

新井中地区内での整備場所の検討

671-2326

対応の有無 対応しない

対応しない場合

◇課題に対する局の考え方

新井中学校区におけるコミュニティハウスの新設整備の必要性は認識していますが、調査に必要
な前提条件が未確定のため、現時点での対応は困難です。

◇対応する場合の課題

調査に必要となる整備候補地の選定や整備手法等前提条件が未調整のため、整理する必要があり
ます。

対応する場合
◇対応の内容



（様式２－２）

担当者名 廣澤、中野 TEL

所管
局名

共通区

継続年数

番号

◆局回答内容

担当者名 松本・本田 TEL 671-3826

対応の有無 対応しない

対応しない場合

◇課題に対する局の考え方

星川駅周辺高架下の活用に関しては、当該エリアのまちづくりのグランドデザインの議論と並
行して検討することが必要です。

◇対応する場合の課題

・星川駅周辺のまちづくりの検討状況に併せた議論

対応する場合
◇対応の内容

◇地域ニーズ等の収集手段

■１　日常の窓口対応等 □２　市民からの提案等 □３　地区担当制 ■４　地域懇談会等
□５　区民アンケート ■６　区民要望 ■７　関係団体からの要望
□８　その他（ ）

◇区民からの具体的な要望

・国際交流ラウンジの狭隘化の解消
・「ラウンジ」としての機能の拡充

国際局 政策総務課

◇提案内容・概算額等

　星川駅高架下等を活用することにより、周辺公共施設などの地域資源と連携して、地域の課題・多文化共生の課題に対
応
・増加する外国人へのサポートを充実させるとともに、外国人と日本人との交流機会を創出するため国際交流ラウンジに
おける多文化共生や地域交流等の拠点的機能の検討
・星川駅周辺にある子育て支援拠点こっころと連携強化
・横浜国大留学生がラウンジの企画に関わることで、国際交流の視点での内容の充実

【概算額】
・ほどがや国際交流ラウンジ拡充に関する調査検討費  千円（国際局政策総務課）

◇参考：区執行体制上の課題

現行の体制で対応

◇所管局

所管局課 国際局政策総務課

◇これまでの区としての対応　※区運営方針に位置づけられているものはその旨記載してください。

（１）多文化共生について
・ほどがや国際交流ラウンジ主催のやさしい日本語講座参加者と保土ケ谷小地域防災拠点運営委員会の交流の場を設け、
避難所の一人あたりのスペースや物資の受け渡し方法などをやさしい日本語で伝えるデモンストレーションを実施。
・横浜国立大学留学生が常盤台連合地区の夏祭りに参加し、地域交流や日本文化への理解を深め、町内会、留学生双方か
ら非常に好評でした。

（２）星川駅周辺の総合的なまちづくりガイドラインの検討
・星川駅周辺の町内会や子育て支援団体、市民活動支援センターなどが参加した懇談会にて、都市の魅力・活力、防災な
どのまちづくりの考え方に対して、ご意見を伺いました。
・ガイドライン案では、高架下周辺の動線が交差するポイントを交流エリアと位置づけ、人々が出合い語らい寛ぐ空間形
成を目指しています。

令和３年度予算編成に向けた区提案反映制度調書

保土ケ谷区
区政推進課
地域振興課

334-6374
334-6305

国際局

提案種別

予算関連

新規

項 目

6 ほどがや国際交流ラウンジの拡充と多文化共生の推進

◇地域の課題、基礎データ等

　保土ケ谷区内の外国人人口は、5,841人（令和２年５月）と18区中６位となっています。中国に加えて、ベトナム、ネ
パールなどの日本語をまったく話せない外国人も増加しており、母国との生活習慣の違いによるトラブル（ごみの分別、
近隣の日本人との人間関係等）が発生しています。これらを解決するため、日本語習熟による様々な生活習慣の理解向上
や学習環境の整備、区内在住外国人の孤立化を防ぐためのコミュニティづくりや近隣住民との相互理解の向上が重要と
なっています。
　ほどがや国際交流ラウンジは、平成３年に岩間市民プラザ内に国際交流コーナーとして開設され、事務所機能(38㎡)が
あるのみで、18区中最も狭いラウンジとなっています。日本語講座や交流等の活動は外部の会議室を借りる必要があり、
在住外国人が増加する中で、相談、講座、交流など一連の外国人支援、地域連帯、交流促進のための十分な活動ができて
いない状況です。

　一方で、星川駅周辺は区役所や市民活動センター、子育て支援拠点などの多くの区民が利用する行政サービス機能が集
積している状況です。



（様式２－２）

担当者名 有泉、児玉 TEL

所管
局名

共通区

継続年数

番号

◆局回答内容

担当者名 岩﨑・吉良 TEL 671-4046

対応の有無 対応する

対応しない場合

◇課題に対する局の考え方

◇対応する場合の課題

対応する場合
各区・各地区の実情に応じた活動支援策について十分内容を精査し、検討していきます。

◇対応の内容

◇地域ニーズ等の収集手段

□１　日常の窓口対応等 □２　市民からの提案等 □３　地区担当制 □４　地域懇談会等
□５　区民アンケート □６　区民要望 ■７　関係団体からの要望
□８　その他（ ）

◇区民からの具体的な要望

　民生委員向けに行った協力員制度のアンケート結果より、「民生委員の心理的・物理的な負担軽減」「地域における人材
発掘」などの効果があるので、活動支援策として制度の拡充・定着を図ってほしい、という意見があります。

健康福祉局 地域支援課

◇提案内容・概算額等

　保土ケ谷区では、協力員による活動支援で民生委員の負担軽減効果が表れているためモデル実施ではなく本格実施を求め
ます。あわせて、各区・各地区における課題は様々であるため、各区・各地区の実情に応じた活動支援策を推進するための
予算措置を要望します。
￥661,850（１区あたり）
（内訳）　協力員活動費　＠1,750円×31人×12月＝651,000円

ボランティア保険費　＠350円×31人＝10,850円

◇参考：区執行体制上の課題

現行の体制で対応

◇所管局

所管局課 健康福祉局地域支援課

◇これまでの区としての対応　※区運営方針に位置づけられているものはその旨記載してください。

　保土ケ谷区では民生委員・児童委員協力員制度（以下「協力員」という）を平成30年度より施行実施し、民生委員活動の
物理的・精神的な負担軽減や地区内に不在時の代理対応など、活動支援策の一助となる効果が表れています。

令和３年度予算編成に向けた区提案反映制度調書

保土ケ谷区 福祉保健課

334-6313

健康福祉局
７区（鶴見区、中区、金沢区、港北区、
戸塚区、瀬谷区、南区（一部））

提案種別

予算・制度関連

新規

項 目

7 協力員制度等の民生委員・児童委員の活動支援策の推進

◇地域の課題、基礎データ等

民生委員・児童委員（以下「民生委員」という）は、厚生労働省により委嘱された非常勤特別職の公務員で地域福祉を支え
る重要な役割を担っていますが、昨今は高齢化率の上昇に伴う見守りが必要な一人暮らし高齢者（高齢者のみの世帯含む）
等の増加、相談内容の多様化・複雑化、地域での成り手不足など、民生委員が地域で活動する環境は各区とも厳しさを増す
ばかりです。



（様式２－２）

担当者名 小杉 TEL

所管
局名

共通区

継続年数

番号

◆局回答内容

担当者名 高林、稲村 TEL 671-2396

対応の有無 対応する

対応しない場合

◇課題に対する局の考え方

◇対応する場合の課題

対応する場合

①市立保育所の災害時等における保護者との円滑な連絡手段の確保やシフト作成等の保育士の
業務負担は課題だと認識しており、システムの導入を検討しています。次年度はモデル実施の
ための予算を計上します。
②敷地内の倉庫設置については区配している予算で対応いただき、不足が生じる場合には別
途、協議のうえ対応します。

◇対応の内容

◇地域ニーズ等の収集手段

■１　日常の窓口対応等 □２　市民からの提案等 □３　地区担当制 □４　地域懇談会等
□５　区民アンケート □６　区民要望 □７　関係団体からの要望
□８　その他（ ）

◇区民からの具体的な要望

・新型コロナ感染拡大防止の面から、保護者より、密の状況を不安視する声がある。また、職員も同様に感じている。

こども青少年局 保育・教育運営課

◇提案内容・概算額等

【提案内容】
①保育士の複雑な勤務シフトの自動調整、登降園管理、電子連絡帳の導入など、他都市や民間企業が先行実施しているAI
やICTの活用事例を、保土ケ谷区公立園に導入することにより、業務負担軽減を図る。保育に専念し、子どもと向き合う
時間を確保することで、心のゆとりによる保育の質の確保、将来的な人員不足への対応が期待できる。
②敷地内に倉庫（建築確認物件）を設置し、園舎内の使用頻度の低い物品を移動することにより、作業スペース、休憩場
所等を確保する。

【概算額】①+②＝ 円
①シフト作成等システム利用料　     円/月×12か月×４園＝  円
　登降園管理システム利用料（１クラス１台端末、Wi-Fi含む）  円/月×12か月×４園＝  円
②倉庫設置（建築確認物件）　        円×２園＝  円

トランクルームの借り上げ（２帖程度）  円/年×１園＝  円

休憩室、事務スペース等の借り上げ（ワンルーム）  円/月×12か月×１園＝  円

◇参考：区執行体制上の課題

現行の体制で対応

◇所管局

所管局課 こども青少年局保育・教育運営課

◇これまでの区としての対応　※区運営方針に位置づけられているものはその旨記載してください。

・昨年度、敷地外スペースの賃貸借により、職員の休憩場所や物品の保管場所を確保できないか局と調整したが、ランニ
ングコストが生じるため難しいとの見解だった。
・書庫や休憩室の整理の実施、局の追加配付予算により、コンパクトなロッカーや机などへの更新を実施

令和３年度予算編成に向けた区提案反映制度調書

保土ケ谷区 こども家庭支援課

334-6348

こども青少年局

提案種別

予算関連

新規

項 目

8 公立保育園の業務効率化及び、密接解消のための環境改善

◇地域の課題、基礎データ等

新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、極力人と人が密接になることを避ける新しい生活様式が求められる中、保
育園は保護者との連絡・連携、安心安全な保育の可視化・共有化を図り利用者のニーズに応える必要がある。
【課題】
①児童の登園や成長記録の管理、保護者との連絡、職員勤務シフト作成事務は、多くの時間を要し、園長、職員の大きな
負担となっており、保育の質の確保の面で懸念がある。また、保育の担い手の減少も大きな課題である。
②当区内の４園の現状として、作業スペース、職員の休憩場所、更衣室が狭隘し、常に密接状態となっているが、限られ
たスペース内で新たな空間を生み出す工夫には限界がある。園児及び職員の安全確保のため、新たな対策が急務である。
【参考】
①登園・成長記録の管理事務　２H／日

行事・指導計画作成　２H／月　シフト作成事務　６H／月
②休憩室１人あたり４園平均　0.59㎡、事務室１人あたり４園平均　0.62㎡

※「広さ／最大園児利用人数」で算出



（様式２－２）

担当者名 三瓶・田中 TEL

所管
局名

共通区

継続年数

番号

◆局回答内容

担当者名 田中・藤江 TEL

◇これまでの区としての対応　※区運営方針に位置づけられているものはその旨記載してください。

　区の拠点動員者の指定については、人事異動や動員除外者等のやむをえない事情を除き、原則前年と同じ職員を指定す
ることで、入れ替わりが最小限になるよう努めています。

令和３年度予算編成に向けた区提案反映制度調書

保土ケ谷区 総務課

334-6226

総務局 ２区（金沢区、神奈川区）

提案種別

制度関連

3年

項 目

9 地域防災拠点への支援強化（職員動員計画の見直し等）

◇地域の課題、基礎データ等

　現在の職員動員計画では、全員配備となるような震災時は、拠点動員者として局職員２人、区職員２人があらかじめ指
定されています。しかし、局・区職員は人事異動などにより動員者の入れ替わりが多く、各拠点の特性、資機材・設備の
把握が困難であり、平常時における運営委員会との関わりは年１回の拠点訓練時に限られ、地域と行政との顔の見える関
係の構築が困難な状況です。
　また、例年４月から６月上旬までの間は定期人事異動の影響により暫定運用とされており、この間に大地震等が発生し
た場合は拠点動員職員に欠員が生じる可能性もあります。

◇地域ニーズ等の収集手段

□１　日常の窓口対応等 □２　市民からの提案等 ■３　地区担当制 □４　地域懇談会等
□５　区民アンケート □６　区民要望 □７　関係団体からの要望
□８　その他（ ）

◇区民からの具体的な要望

　地域防災拠点運営委員会などで拠点参与等の責任職との関りはあるが、発災時に実際に拠点に動員する職員との関わり
が年に１回しかなく、顔の見える関係が構築できていない。
　毎年変更される拠点動員職員が各拠点の特性や課題、設備等を把握しているのか不安に感じている。

総務局 緊急対策課

◇提案内容・概算額等

　現行の動員計画を見直し、拠点動員職員は直近在住職員４名以上として、原則固定化する。
(例外：転居、責任職昇任、動員除外者指定、本部運営への著しい影響など)
　また、現行では拠点との関わりが年１回の地域防災拠点訓練への参加に限られているが、「横浜市地域の絆をはぐく
み、地域で支え合う社会の構築を促進する条例」や「横浜市災害時における自助及び共助の推進に関する条例」の趣旨等
を踏まえ、拠点動員職員が地域活動等に積極的に参加できるよう、方針等の見直しを進めていただきたい。

◇参考：区執行体制上の課題

現行の体制で対応

◇所管局

所管局課 総務局緊急対策課

671-2064

対応の有無 対応しない

対応しない場合

◇課題に対する局の考え方

職員の固定化は各所属での災害対応に課題が生じるため、困難と考えます。一方で各局が所属外
動員者とした職員から人を選び、各地域防災拠点の直近動員者として登録できるようにしており
ますので、その中での検討をお願いします。また、訓練方針は毎年度策定しており、今後も適宜
見直し等検討していきます。

◇対応する場合の課題

各所属において発災時の災害対応を期待される職員も、地域防災拠点動員となり、各区局の災害
対応に影響が生じます。また、動員に配慮が必要になった場合の対応等、運用面の整理が必要と
なります。

対応する場合
◇対応の内容



（様式２－２）

担当者名 廣澤・山室 TEL

所管
局名

共通区

継続年数

番号

◆局回答内容

担当者名 松田 TEL 671-2731

対応の有無 対応する

対応しない場合

◇課題に対する局の考え方

◇対応する場合の課題

対応する場合 区の「まちづくりガイドライン」との整合を図りながら、区と局が連携して各事業の検討を行い
ます。

◇対応の内容

◇地域ニーズ等の収集手段

■１　日常の窓口対応等 □２　市民からの提案等 □３　地区担当制 ■４　地域懇談会等
□５　区民アンケート ■６　区民要望 ■７　関係団体からの要望
□８　その他（ ）

◇区民からの具体的な要望

・案内サインの充実などを含めた、歩行者通路のバリアフリー化の実施
・星川駅と区役所をつなぐペデストリアンデッキの整備
・星川橋人道橋のバリアフリー化、帷子川左岸の上流側の歩行者待機場所と、連続立体により設置される右岸側の歩道を結
び、星川橋上流側へのバリアフリーの人道橋の設置

道路局 施設課

◇提案内容・概算額等

・高架化後の星川駅周辺整備にあたって、駅を中心とした北口・南口のバリアフリー化を踏まえた歩行者動線の検討
・星川駅舎改良と併せて、駅と行政施設を結ぶ動線計画（ペデストリアンデッキなどによるアクセス性向上や上下移動のな
いバリアフリー化、にぎわいの向上等）の事業化に向けた検討
・星川橋人道橋付近について、連続立体事業に伴う周辺道路整備に併せたバリアフリー化

【提案内容】
・星川橋人道橋のバリアフリー化に向けた検討調整（道路局施設課）

◇参考：区執行体制上の課題

現行の体制で対応

◇所管局

所管局課 道路局施設課

◇これまでの区としての対応　※区運営方針に位置づけられているものはその旨記載してください。

・令和２年度保土ケ谷区運営方針：目標達成に向けた施策　　魅力あるまちづくり
・駅施設の階段、エレベーター、エスカレーターの配置計画の明確化のほか、星川駅と区役所を結ぶペデストリアンデッキ
計画については数年にわたり道路局に事業の実施及び予算化を働きかける調整を行ってきました。
・星川橋人道橋のバリアフリー化の必要性について、道路局へ説明し、平成28年度までに橋梁課、企画課と対策案を検討確
認しました。しかしながら、いずれの対策も相鉄線連続立体事業の完成後の整備となるため、事業完了まで着手できない状
況にありますが、道路局と共に平成30年３月に保土ケ谷区バリアフリー基本構想を作成し、星川橋人道橋については、隣接
する星川橋を生活関連経路に位置付け、バリアフリー化された歩行空間の確保を2024年までの実施目標としました。

令和３年度予算編成に向けた区提案反映制度調書

保土ケ谷区 区政推進課

334-6374

道路局

提案種別

予算関連

3年

項 目

10 星川駅周辺のバリアフリー等の推進

◇地域の課題、基礎データ等

　相模鉄道本線（星川～天王町駅）連続立体交差事業は平成30年11月に鉄道の高架化が完了し、令和３年度にかけて、駅施
設や駅前広場、都市計画道路などが順次整備される予定です。
　星川駅周辺は区役所や郵便局、公会堂などの多くの区民が利用する行政サービス機能が集積し、駅及びその周辺において
バリアフリーに配慮したまちづくりや、駅と周辺住宅地等をつなぐバス等の公共交通の充実等が求められています。【中期
４か年計画の中長期的な戦略及び政策21】【都市計画マスタープラン保土ケ谷区プラン】



（様式２－２）

担当者名 廣澤 TEL

所管
局名

共通区

継続年数

番号

◆局回答内容

担当者名 阪本、小川 TEL

◇これまでの区としての対応　※区運営方針に位置づけられているものはその旨記載してください。

・令和２年度保土ケ谷区運営方針：目標達成に向けた施策　　魅力あるまちづくり
・踏切解消や駅南口交通広場・周辺道路の整備をふまえたバス路線の検討委託を区局連携事業で行い、令和元年度にアン
ケート調査を実施し地域ニーズを把握しました。引き続き区局連携事業でバス路線の検討を進めます。

令和３年度予算編成に向けた区提案反映制度調書

保土ケ谷区 区政推進課

334-6374

道路局

提案種別

予算関連

3年

項 目

11 星川駅周辺のバスアクセス向上

◇地域の課題、基礎データ等

　相模鉄道本線（星川～天王町駅）連続立体交差事業は平成30年11月に鉄道の高架化が完了し、令和３年度にかけて、駅
施設や駅前広場、都市計画道路などが順次整備される予定です。
　星川駅周辺は区役所や郵便局、公会堂などの多くの区民が利用する行政サービス機能が集積し、駅及びその周辺におい
てバリアフリーに配慮したまちづくりや、駅と周辺住宅地等をつなぐバス等の公共交通の充実等が求められています。
【中期４か年計画の中長期的な戦略及び政策21】【都市計画マスタープラン保土ケ谷区プラン】

◇地域ニーズ等の収集手段

■１　日常の窓口対応等 □２　市民からの提案等 □３　地区担当制 ■４　地域懇談会等
□５　区民アンケート ■６　区民要望 ■７　関係団体からの要望
□８　その他（ ）

◇区民からの具体的な要望

・区役所等主要施設へバス一本で行きたい。
・星川駅へ乗り入れるバス路線が限られている。

道路局 企画課

◇提案内容・概算額等

・連続立体事業に伴う駅南口交通広場や周辺道路整備をふまえた星川駅周辺のバス路線の検討

【提案内容】
・星川駅周辺バス路線に関する検討調査費  千円（道路局企画課）

◇参考：区執行体制上の課題

現行の体制で対応

◇所管局

所管局課 道路局企画課

671-3800

対応の有無 対応する

対応しない場合

◇課題に対する局の考え方

◇対応する場合の課題

対応する場合 令和２年度は区及びバス事業者と連携して、バス路線再編に向けた検討を進めています。令和３
年度も引き続き検討を進めます。

◇対応の内容



（様式２－２）

担当者名 足立 TEL

所管
局名

共通区

継続年数

番号

◆局回答内容

担当者名 尾熊 TEL

◇これまでの区としての対応　※区運営方針に位置づけられているものはその旨記載してください。

　市民病院跡地の整備状況について情報把握に努め、市民に周知しています。

令和３年度予算編成に向けた区提案反映制度調書

保土ケ谷区 区政推進課

334-6374

医療局病院経営本部

提案種別

予算関連

4年

項 目

12 市民病院跡地を利用した地域住民など市民が集える場の整備

◇地域の課題、基礎データ等

　市民病院跡地は野球場を整備することを前提に公園となることが都市計画決定されていますが、現病院敷地から既存の
三ツ沢公園内レストハウスまでは距離が遠く、野球場利用者の利便性について懸念されます。また、市民病院周辺の地域
からは、地域で利用できる会議室や子育て拠点となる場所、青少年等の居場所など、幅広く市民が集える場を求める強い
要望があります。

◇地域ニーズ等の収集手段

□１　日常の窓口対応等 □２　市民からの提案等 ■３　地区担当制 □４　地域懇談会等
□５　区民アンケート □６　区民要望 □７　関係団体からの要望
□８　その他（ ）

◇区民からの具体的な要望

　市民病院移転後の跡地に、幅広く市民が集える場を整備して欲しい。
　周辺地域からも、会議室や集会所といった地域で活用できる拠点のような施設の設置を求める声があがっています。

医療局病院経営本部 病院経営課

◇提案内容・概算額等

　三ツ沢公園の利用者の利便性を向上させるとともに、周辺住民が地域活動でも活用できるよう、レストハウスや幅広く
市民が集える施設の整備に向けた検討。

◇参考：区執行体制上の課題

現行の体制で対応

◇所管局

所管局課 医療局病院経営本部病院経営課

671-4825

対応の有無 対応しない

対応しない場合

◇課題に対する局の考え方

旧市民病院は新病院へ移転後に解体工事に着手し、跡地に三ツ沢公園の代替地として新野球場を
整備する計画です。しかし、新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、新型コロナウイルス感染症
に罹患した方のうち軽症者・無症状者を受け入れる宿泊療養施設として旧市民病院を使用してい
るため、事業に遅れが生じています。

◇対応する場合の課題

旧市民病院の宿泊療養施設としての利用が終了するまでは解体工事に着手することができず、事
業スケジュールを見直す必要があります。また、提案内容については事業再開後に、引き続き実
現可能性も含めた検討を行う必要があります。

対応する場合
◇対応の内容



（様式２－２）

担当者名 足立、鈴木 TEL

所管
局名

共通区

継続年数

番号

◆局回答内容

担当者名 河野、南雲 TEL

◇これまでの区としての対応　※区運営方針に位置づけられているものはその旨記載してください。

区民文化センター整備場所の検討

令和３年度予算編成に向けた区提案反映制度調書

保土ケ谷区 区政推進課

334-6374

文化観光局

提案種別

予算関連

4年

項 目

13 区民文化センターの整備

◇地域の課題、基礎データ等

　保土ケ谷区では、区民企画型のコンサートやブルガリア交流ピアノコンサートが開催されるなど、文化活動が活発です
が、区内で文化振興を継続して行っていくために、既存の施設では十分でないのが現状です。区民から区民文化センターの
整備を検討してほしいといった声が寄せられているほか、保土ケ谷区の芸術文化向上の一環として、オーケストラ及び合唱
が一緒に発表できる広さの舞台や演劇に対応できる大きさの舞台が欲しいという要望の声も挙がっています。
　区民の文化芸術活動の支援は、文化芸術創造都市を目指す横浜の魅力・活力の創出のため、非常に重要なものです。市内
全域で様々な芸術活動を積極的に支援していくため、保土ケ谷区内においても、区民文化センターの整備が求められていま
す。

◇地域ニーズ等の収集手段

□１　日常の窓口対応等 □２　市民からの提案等 ■３　地区担当制 □４　地域懇談会等
□５　区民アンケート □６　区民要望 □７　関係団体からの要望
□８　その他（ ）

◇区民からの具体的な要望

　保土ケ谷区内で活動できる施設が十分になく、区内に区民文化センターの整備を検討してほしいといった声が挙がってい
ます。
　既存の岩間市民プラザや公会堂では、オーケストラ団体の活動や演劇には十分な舞台スペースがないが、これらに対応で
きる広さの舞台が欲しいという要望が出ています。

文化観光局 文化振興課

◇提案内容・概算額等

　区民文化センター未整備区については、区内にある文化施設や公会堂等他の公共施設の機能を踏まえ、区の特性に合わせ
て必要な機能を整備することとされていることから、保土ケ谷区内に区民文化センターを整備するための検討を実施。

◇参考：区執行体制上の課題

現行の体制で対応

◇所管局

所管局課 文化観光局文化振興課

617-3714

対応の有無 対応しない

対応しない場合

◇課題に対する局の考え方

区民文化センター未整備区については、再開発等のまちづくりの機会にあわせて、区内にある文
化施設や公会堂等他の公共施設の機能を踏まえ、区の特性に合わせて必要な機能を整備すること
としています。

◇対応する場合の課題

まちづくりの機会に合わせた整備検討や区民文化センターの利用ニーズ把握など、関係局等との
調整が引き続き必要です。

対応する場合
◇対応の内容



（様式２－２）

担当者名 廣澤、山室 TEL

所管
局名

共通区

継続年数

番号

◆局回答内容

担当者名 市川・野田 TEL

担当者名 松田 TEL

671-2667

対応の有無 対応する

対応しない場合

◇課題に対する局の考え方

◇対応する場合の課題

対応する場合 地域交流スペースを軸とした地域活性化を検討するため、地域活動団体の意向を確認しながら、
関係区局及び事業者と連携し、まちづくりを推進します。

◇対応の内容

◇地域ニーズ等の収集手段

□１　日常の窓口対応等 ■２　市民からの提案等 ■３　地区担当制 ■４　地域懇談会等
□５　区民アンケート ■６　区民要望 ■７　関係団体からの要望
□８　その他（ ）

◇区民からの具体的な要望

・保土ケ谷県税事務所跡地の利活用
・地域ケアプラザ（未整備地区）の整備
・保土ケ谷駅東口駅前広場のバリアフリー化

都市整備局 地域まちづくり課

◇提案内容・概算額等

令和元年度の実施内容を踏まえ、「保土ケ谷区の玄関口として、誰もが訪れやすく、活気あるまち」を目指して、次の対
応を行う。

① 保土ケ谷駅東口まちづくりの推進
保土ケ谷駅東口駅前の利便性向上や活性化が図れるよう、保土ケ谷区バリアフリー基本構想を踏まえた将来的なバリア

フリー対策や回遊性向上、保土ケ谷県税事務所跡地の活用を踏まえたまちづくり検討の継続実施
② 保土ケ谷県税事務所跡地の有効利用

公募事業者による建物解体、整備施設への地域ケアプラザなどの施設導入の計画検討および地域交流スペースを軸とし
た地元商店街や地域活動団体と連携した地域活性化の検討
③ 保土ケ谷区バリアフリー基本構想を踏まえた保土ケ谷駅東口駅前広場のバリアフリー化

安全・快適に利用できるよう、駅前広場の改良に向けた工事

【提案内容】
・保土ケ谷県税事務所跡地の地域交流活性化にかかる事業者と連携した検討
・保土ケ谷駅東口駅前広場改修工事費

◇参考：区執行体制上の課題

現行の体制で対応

◇所管局

所管局課 都市整備局地域まちづくり課　道路局施設課　

◇これまでの区としての対応　※区運営方針に位置づけられているものはその旨記載してください。

・保土ケ谷県税事務所跡地の利活用検討
・保土ケ谷区バリアフリー基本構想の策定
・保土ケ谷駅東口駅前広場改良検討（東口駅前広場の緑地や防火水槽用地を含めた改良の検討、バリアフリー計画の検
討）

令和３年度予算編成に向けた区提案反映制度調書

保土ケ谷区 区政推進課

334-6374

都市整備局、道路局

提案種別

予算関連

6年

項 目

14 保土ケ谷駅東口のまちづくり推進とバリアフリー化

◇地域の課題、基礎データ等

・保土ケ谷駅は、区内で最も乗降客数が多い「保土ケ谷区の玄関口」であるが、国道１号によって分断されていること
や、保土ケ谷県税事務所跡地が活用されていないなど、駅前空間の連続性が低く、周辺のにぎわいが不足している。
・保土ケ谷駅は高架駅舎のため、改札口から駅前広場まで上下の移動が必要だが、常時利用できるエレベーターが設置さ
れていないなど、東口駅前広場のバリアフリー化が図られていない。
【令和元年度の実施内容】
① 保土ケ谷県税事務所跡地の利活用検討

保土ケ谷県税事務所跡地の活用に向けた事業者公募手続きと活用事業者の決定（都市整備局企画課、健康福祉局地域支
援課）
② 保土ケ谷区バリアフリー基本構想に基づくバリアフリー化の推進

保土ケ谷・天王町・星川駅周辺のバリアフリー基本構想策定に基づく道路等特定事業の策定及び整備推進
（道路局施設課・保土ケ谷区保土ケ谷土木事務所）

③ 保土ケ谷駅東口駅前広場改良検討
東口駅前広場の緑地や防火水槽用地を含めた改良の検討、バリアフリー計画の検討
（道路局施設課・保土ケ谷土木事務所）

道路局 施設課

671-2731

対応の有無 対応する

対応する場合
◇対応の内容

令和２年度予算（200,000千円）で整備を進めます。

対応しない場合

◇課題に対する局の考え方

◇対応する場合の課題



（様式２－２）

担当者名 廣澤、小林 TEL

所管
局名

共通区

継続年数

番号

◆局回答内容

担当者名 齊藤 TEL

担当者名 佐藤、郷原 TEL

671-2722

対応の有無 対応する

対応しない場合

◇課題に対する局の考え方

◇対応する場合の課題

対応する場合 駅南口のバリアフリー化については、相鉄と検討を進めます。駅舎改良については関係者と連
携し事業化に向けた検討を行います。

◇対応の内容

◇地域ニーズ等の収集手段

　　　□１　日常の窓口対応等　　■２　市民からの提案等　　□３　地区担当制　　□４　地域懇談会等
　　　□５　区民アンケート　　　■６　区民要望　　　　　　■７　関係団体からの要望
　　　□８　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

◇区民からの具体的な要望

・駅前広場やバスターミナル等の整備による駅へのアクセス性の改善
・商店街の活性化
・利便性向上のための駅舎や歩道橋等の改良、南口エレベータの設置
・国道16号の拡幅
・駅近辺の学童、子育て支援施設の整備

都市整備局 都市交通課

◇提案内容・概算額等

・駅（北口・南口）へのアクセス性と安全性の改善と、商店街活性化に向けた検討
・駅舎等の改良を含めた、駅周辺の歩行者動線のバリアフリー化、南口エレベーターの設置、駅前広場やバスターミナル
等の整備、国道16号の拡幅等の検討
・駅舎改良に伴い、生活支援機能施設等の併設整備の検討

【提案内容】バリアフリーに配慮した南口エレベーター設置に向けた鉄道事業者との調整および基盤整備や生活支援機能
施設整備に向けた調査検討

◇参考：区執行体制上の課題

現行の体制で対応

◇所管局

所管局課 都市整備局都市交通課　道路局企画課

◇これまでの区としての対応　※区運営方針に位置づけられているものはその旨記載してください。

・西谷駅周辺のよりよいまちづくりと利用しやすい西谷駅の実現を目指して、周辺の自治会町内会等で組織された「西谷
駅周辺住みよいまちづくり連絡協議会」への協力・連携を行っています。

令和３年度予算編成に向けた区提案反映制度調書

保土ケ谷区 区政推進課

334-6374 

都市整備局、道路局

提案種別

予算関連

7年以上

項　　　　　　　目

15 神奈川東部方面線の整備に伴う西谷駅の駅舎改良を含めた駅周辺の基盤整備等の推進

◇地域の課題、基礎データ等

・西谷駅は、区北西部の地域住民の交通手段・生活の拠点ですが、地理的な制約（新幹線、国道16号、市街化調整区域、
帷子川等）もあり、利便性や安全性の面で課題があります。
・相鉄・ＪＲ直通線の開業が令和元年11月に、相鉄・東急直通線の開業が令和４年度下期に予定される中で起点駅となる
当駅については、地域を中心に、生活拠点・交通拠点としての活性化の期待が高まっています。
・生活拠点・交通拠点にふさわしい、駅前広場や道路などの都市基盤の整備や駅舎を活用した生活支援機能施設の整備が
求められています。

道路局 企画課

６７１－３８００

対応の有無 対応しない

対応する場合
◇対応の内容

対応しない場合

◇課題に対する局の考え方

駅前広場やターミナルを整備するにあたっては、駅舎整備の進捗にあわせた検討が必要
と考えています。

◇対応する場合の課題

駅前広場を整備するにあたっては、予定地を取得する必要がありますが、予定地の取得
は非常に困難です。



（様式２－２）

担当者名 廣澤、小林 TEL

所管
局名

共通区

継続年数

番号

◆局回答内容

担当者名
企画課：周治、
詫間、原
建設課：中嶋

TEL

企画　671-
2777
建設　671-
3526

対応の有無 対応する

対応しない場合

◇課題に対する局の考え方

◇対応する場合の課題

対応する場合
「東海道の歴史的資源を活かしたみちづくりの整備計画（案）」（H26.3策定）を踏まえ、保土ケ
谷橋工区の事業を進めていきます。（建設課）
　旧東海道保土ケ谷宿周辺のまちづくり・みちづくりについて、 再生計画に基づく施設整備を実
現するために、重点地区について、区と連携し、事業を進めていきます。（企画課）

◇対応の内容

◇地域ニーズ等の収集手段

■１　日常の窓口対応等 ■２　市民からの提案等 □３　地区担当制 □４　地域懇談会等
□５　区民アンケート ■６　区民要望 ■７　関係団体からの要望
□８　その他（ ）

◇区民からの具体的な要望

・「旧東海道『保土ケ谷宿』を未来へつなげるまち・みち再生計画」の早期実現
・歩行者のための「道の駅」的な施設の早期整備

道路局 企画課、建設課

◇提案内容・概算額等

「旧東海道『保土ケ谷宿』を未来へつなげるまち・みち再生計画」の整備着手
・天王駅周辺：高架下から駅前空間、公園までの一体的な空間づくり
・保土ケ谷駅西口商店街：安全な交通空間づくり、電線地中化の検討
・保土ケ谷小学校跡地：交流を広げる拠点機能づくり
・辻等：舗装やサイン等により、歴史的経緯を連想させる空間づくり
・国道１号等：歩行者への安全に配慮した景観づくり、電線地中化の検討

◇参考：区執行体制上の課題

現行の体制で対応

◇所管局

所管局課 道路局企画課、建設課　

◇これまでの区としての対応　※区運営方針に位置づけられているものはその旨記載してください。

　平成26年度に道路局・都市整備局と連携して「旧東海道『保土ケ谷宿』を未来へつなげるまち・みち再生基本構想」を、
27年度に「再生計画」を策定しました。
　平成29年10月から、保土ケ谷町自治会館をお休み処として日曜日のみ開館し、休憩やトイレを提供しています。

令和３年度予算編成に向けた区提案反映制度調書

保土ケ谷区 区政推進課

334-6227

道路局

提案種別

予算関連

7年以上

項　 　目

16 保土ケ谷宿を未来につなげるみちづくり事業

◇地域の課題、基礎データ等

　旧東海道はテレビ番組等に取り上げられる機会が多く、健康志向等の高まりから個人だけでなく団体やツアー等による歩
行者も増加しています。旧東海道保土ケ谷宿の歴史を貴重な資源ととらえ、にぎわいづくりにつなげるための施策を進める
必要があります。
　また、ウォーキングをするのにあたり、旧東海道へのアクセス動線がわかりにくいこと、連続性が保たれていないこと、
歩道がないなど安全性が保たれていない場所があること、周辺に情報の入手や休憩する場所が少ないなどの課題がありま
す。



（様式２－２）

担当者名 廣澤、小林 TEL

所管
局名

共通区

継続年数

番号

◆局回答内容

担当者名

中嶋、保木（建
設課）
朝日（河川事業
課）

TEL

◇これまでの区としての対応　※区運営方針に位置づけられているものはその旨記載してください。

・歴史的建造物の保全・活用に向けて、関係地権者と話し合いながら調整を進めている。
・地元市民団体との協働で、歴史ガイドマップや案内サインの整備等の事業を実施している。
・「東海道の歴史的資源を活かしたみちづくり整備方針（道路局）」（平成24年３月策定）、「東海道の歴史的資源を活か
したみちづくり整備計画」（平成26年３月策定）の共同策定を行った。

令和３年度予算編成に向けた区提案反映制度調書

保土ケ谷区 区政推進課

334-6227

道路局

提案種別

予算関連

7年以上

項 目

17 今井川の河川改修と保土ケ谷橋の架替えの一体的な事業推進

◇地域の課題、基礎データ等

・今井川では、平成16年の台風により、保土ケ谷橋周辺部において浸水被害が発生している。
・保土ケ谷橋交差点付近から狩場ICまでの区間は、市内でも特に交通が集中し慢性的な渋滞が発生している。
・宿場の面影を色濃く残すものとして、区内唯一の旅籠様式古民家「本金子屋」（母屋・蔵）や、本陣跡があるが、一般国
道１号拡幅計画線上にあり、将来的には移転等が想定される。
・近年、ウォーキングツアー等のイベントが開催されるなど、旧東海道が地域資源として注目を集めている。

◇地域ニーズ等の収集手段

■１　日常の窓口対応等 □２　市民からの提案等 □３　地区担当制 □４　地域懇談会等
□５　区民アンケート ■６　区民要望 ■７　関係団体からの要望
□８　その他（ ）

◇区民からの具体的な要望

・沿道の歴史的建造物の保全や、宿場の面影を彷彿とさせる景観形成
・拡幅で失われる現状のまちなみの記録保存

道路局
建設課

河川事業課

◇提案内容・概算額等

・今井川の河川改修及び保土ケ谷橋の架替えの連携した実施
・拡幅整備に伴い、軽部本陣や旅籠本金子屋、保土ケ谷橋等歴史的資源の継承を行うため、歴史性を考慮した沿道修景の実
施
・歴史的建造物を保存できるよう、所有者意向を踏まえた建物の補修や曳家等の保全措置を行うための公費負担

【提案内容】道路特別整備費、河川整備費

◇参考：区執行体制上の課題

現行の体制で対応

◇所管局

所管局課 道路局建設課、河川事業課

671-3542（建
設）
671-2869（河
川）

対応の有無 対応する

対応しない場合

◇課題に対する局の考え方

◇対応する場合の課題

対応する場合 工事着手に向け、用地交渉や関係機関協議を進める予定です。（建設課）
道路事業と連携し、事業を進めていきます。（河川事業課）

◇対応の内容



（様式２－２）

担当者名 山室 TEL

所管
局名

共通区

継続年数

番号

◆局回答内容

担当者名 佐藤、郷原 TEL

◇これまでの区としての対応　※区運営方針に位置づけられているものはその旨記載してください。

社会基盤の安全安心の確保。実証実験前に、舗装の状態を点検・記録した。

令和３年度予算編成に向けた区提案反映制度調書

保土ケ谷区 土木事務所

331-4445

道路局

提案種別

予算関連

3年

項 目

18 権太坂境木地区バス路線新設に伴う舗装改修

◇地域の課題、基礎データ等

保土ケ谷区権太坂境木地区においては、平成29年度10月よりバスの実証運行を経て、平成30年10月より本格的な運航を
行っている。バスの運行ルートの大半は住宅街で、現在の道路は路線バスの走行を想定した舗装ではなく、舗装の損傷対
策と修繕計画が必要となる。

◇地域ニーズ等の収集手段

□１　日常の窓口対応等 □２　市民からの提案等 □３　地区担当制 □４　地域懇談会等
□５　区民アンケート □６　区民要望 □７　関係団体からの要望
■８　その他（　陳情等　）

◇区民からの具体的な要望

地域交通手段の充実。

道路局 企画課

◇提案内容・概算額等

・舗装のアップグレード（  円）
・地域交通サポート事業費などからの修繕費用の補填

◇参考：区執行体制上の課題

現行の体制で対応

◇所管局

所管局課 道路局企画課

671-3800

対応の有無 対応する

対応しない場合

◇課題に対する局の考え方

◇対応する場合の課題

対応する場合
舗装の状況を見ながら、地域交通サポート事業で対応します。

◇対応の内容
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